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特定保育サービスに係る前期計画進捗状況と後期計画目標事業量 
特定保育サービスは、国が全国共通で目標設定するべきとした事業で、目標事業量等は

以下のとおりです。なお後期目標事業量（平成26年度）の設定に当たっては、人口推計や

ニーズ調査、保育サービスの現状等を考慮した上で定めました。 

 

１ 通常保育事業 
保護者が就労又は疾病などにより家庭において保育することができない子どもを、午

前７時30分から午後６時30分（保育所により時間は、前後します）までの11時間、保

育所で保育を行います。 

    本市では、平成２１年度現在、21園で保育を実施しており定員は1,875人となってい

ます。平成20年度末の入所数は2,142人で定員の弾力化を図っており待機児童はいませ

ん。 

また、平成20年度のアンケート調査によるニーズでは、低年齢児の利用希望は増加し

ていますが、全体では少子化により減少見込みとなっています。 

平成26年度目標事業量（受入可能数）は、公立と私立合わせて、前期目標事業量の体

制を継続し、待機児童の解消に努めるとともに、低年齢児の受入促進も図っていきます。 
 
 前期計画目標事業量

（平成21年度） 

前期計画スタート時 

（平成17年度） 
平成2０年度実績 平成26年度 

目標事業量 
22か所 

2,205人 

22か所 

2,204人 

2１か所 

２,142人 

2,２0５人 

（うち3歳未満：900人）

＊平成17年度：22か所…………………………………公立７、私立15 

 平成2０年度：21か所（公立休所１か所除く）……公立６、私立15 

＊「前期計画スタート時」は合併後の実績です（以下同じ） 

 

 
２ 特定保育事業 
    保護者がパートタイム等の就労により保育が困難な場合に、週２、３日程度又 

   は午前か午後のみなどの柔軟な保育を行います。 

平成21年４月より、私立保育園１園において開始しているため、平成26年度目

標事業量は、現状の体制を継続していきます。 

 

 前期計画目標事業量

（平成21年度） 

前期計画スタート時 

(平成17年度末実績)

平成2１年度実績（予定） 平成26年度 

目標事業量 
１か所 

５人 

0か所 １か所 

5人 

1か所 

5人 

  

 

第４章 目標事業量の進捗状況と設定 
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３  延長保育事業  
通常の開所時間を前後30分以上延長して保育を行う事業です。 

 延長保育事業は、保護者の就労支援のため実施園の拡大を図り、平成26年度までに1

5園の実施を目指します。また、今後のニーズにより延長時間を検討していきます。 

                              （単位：人／日） 

 前期計画目標事業量

（平成21年度） 

前期計画スタート時 

（平成17年度実績）

平成2０年度実績 平成26年度 

目標事業量 
13か所 

379人 

13か所 

97人 

13か所 

163人 

15か所 

293人 

  ＊17年度から20年度の実績は、前期計画目標事業量を下回ったため、後期目標事業量は

平成20年度アンケートによるニーズから定めました。 

 

 

４ 夜間保育事業 
保育園において通常の延長時間を超えて午後10時頃まで保育を行う事業です。 

    前期計画では目標事業量は定めていませんでした。 

平成20年度のアンケート調査で若干ニーズはありましたが、これについては、フ

ァミリー・サポート・センターで対応を図りながら、今後もニーズに応じ検討をし

ていきます。 

 

 前期計画目標事業量

（平成21年度） 

前期計画スタート時 

（平成17年度実績）

平成2０年度実績 平成26年度 

目標事業量 
―  － － － 

 

 

５  トワイライトステイ事業 
児童養護施設などにおいて、保護者の帰宅が仕事などにより夜間になる場合一時

的に預かる事業です。 

    前期計画では目標事業量は定めていませんでした。 

トワイライトステイ事業は、平成20年度のアンケート調査でニーズはなかったた

め、今後のニーズの状況をみながら検討していきます。 

 

 前期計画目標事業量

（平成21年度） 

前期計画スタート時 

（平成17年度実績）

平成2０年度実績 平成26年度 

目標事業量 
―  － － － 

 

 
６  休日保育事業 

日曜、祝日勤務などの保護者のために、保育所において休日に保育を行います。 

前期計画では、１か所の実施を計画していましたが、現在実施に至っていません。 

 平成20年度のアンケート調査においてもニーズが少ないため、今後のニーズの状況を
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みながら検討していきます。 

 

 前期計画目標事業量

（平成21年度） 

前期計画スタート時 

（平成17年度実績）

平成2０年度実績 平成26年度 

目標事業量 
１か所 

５人 

0か所 0か所 １か所 

１０人 

 
 
７  病児・病後児保育事業 

保育園の専用スペースにおいて、疾病回復期で集団保育が困難な子どもを一時的

に保育します。 

現在、公立の千代田保育所を別の場所に建替え、平成22年4月より、いずみ保

育所として開所し病後児保育を実施します。 

 

 前期計画目標事業量

（平成21年度） 

前期計画スタート時 

（平成17年度実績）

平成2０年度実績 平成26年度 

目標事業量 
１か所 

５人 

0か所 0か所 １か所 

600日 

  ＊後期計画の目標事業量（平成26年度）は、延べ利用日数で定めました。 

 
 
８  放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ） 

保護者が仕事などにより昼間家庭にいない小学生を、放課後や夏休みなどに放課後児

童クラブで保育します。 
    現状では、施設の拡充を図ってきた結果、一部小学校区を除き受入体制は整備さ

れてきましたが、入室希望児童数は増加傾向にあり、今後、保育環境・適正規模等

を考慮し定員の見直しや、施設の拡充により受入枠の拡大を図ります。 

 

 前期計画目標事業量

（平成21年度） 

前期計画スタート時 

（平成17年度実績）

平成2０年度実績 平成26年度 

目標事業量 
１６か所 

605人 

11か所 

461人 

15か所 

651人 

16か所 

720人 

  ＊平成17年度：11か所（公設公営２、民設民営９（委託）） 

   平成20年度：15か所（公設公営４、民設民営１１（委託）） 

  ＊実績人数は各児童クラブ月平均受入児童数の総計。 

 
９  一時預かり（一時保育）事業 

保護者の買い物やリフレッシュ、冠婚葬祭、急な用事などのため、一時的に保育

園等で子どもを預かります。 

本市では、平成19年度から７か所で実施していましたが、平成21年度より１園

が特定保育事業へ移行したため、6か所となっています。平成26年度までに7か所
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の実施を目指します。 

 
 前期計画目標事業量

（平成21年度） 

前期計画スタート時 

（平成17年度実績）

平成2０年度実績 平成26年度 

目標事業量 
6か所 

定員59人 

６か所 

定員42人 

7か所 

定員49人 

7か所 

3,600日 

  ＊後期計画の目標事業量（平成26年度）は、延べ利用日数で定めました。 

  ＊延べ利用児童数：平成17年度 2,088人（日）、平成20年度 2,270人（日） 

 
 
10  地域子育て支援拠点事業 

乳児または幼児及びその保護者が気軽に相互交流できる場や子育てについての相

   談、情報提供、子育てサークルへの支援など地域の子育て家庭に対する育児支援を

   行います。 

センター型（子育て支援センター）は、平成17年度から５か所で実施していました

が、平成21年度1か所が取りやめ4か所となっています。 

平成20年度のアンケート調査では「子育て支援センター、つどいの広場」を今後利

用したいと回答した人は47.5％と高い値となっており、地域における子育て支援の強

化のため、新たに、いずみ保育所で、平成22年4月より実施します。 

ひろば型は、平成18年に前原・日の出児童センター、平成19年に児玉総合支所子

育て支援室に整備しており、今後も機能の充実を進めていきます。 

 
  

 

前期計画目標事業量 

（平成21年度） 

前期計画スタート時

（平成17年度実績）

平成2０年度実績 平成26年度 

目標事業量 
センター型 ６か所 ５か所 ５か所 ５か所 

ひろば型 2か所 0か所 3か所 3か所 

   

 
11  ファミリー・サポート・センター事業 

保育などの援助を受けたい人と援助できる人を会員とする相互援助活動組織により、保

育所、学童保育所などの開始前、終了後に子どもを預かったり、送迎したり、又は保護者

の外出などのときの一時的な預かりなどの育児について助け合いを行います。 
   平成18年度から事業を開始し、利用時間は午前6時～午後9時、休日も援助活動を

行っており、会員数、活動件数も年々増加しています。 

   平成20年度のアンケート調査での、ファミリー・サポート・センターの認知度につ

いては、就学前児童の保護者で49.6％、小学生児童の保護者で38.2％であり、また

今後「利用したい」と回答した人は35.6％（就学前児童保護者）、24.1％（小学生

保護者）となっています。 

   今後も、さまざまな機会をとらえＰＲを行い、円滑な事業運営のため、育児を支援

する提供会員の増員を図り、実施体制の充実に努めていきます。 
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 前期計画目標事業量

（平成21年度） 

前期計画スタート時 

（平成17年度実績）

平成2０年度実績 平成26年度 

目標事業量 
1か所 0か所 1か所 1か所 

 
 

ファミリー・サポート・センター利用状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  資料：子育て支援課 
 
12  短期入所生活援助事業（ショートステイ） 

保護者が病気になった場合などに児童養護施設などにおいて児童を短期間（７日間程

度）預かります。 

前期計画では、目標事業量は定めていませんでしたが、平成20年度のアンケー

ト調査で、「保護者の用事などにより子どもを泊まりがけで家族以外に預けなけれ

ばならなかったことがあった」と回答した人の割合は、就学前児童の保護者で12.

1％で、このうち約9割の人が親族や知人に預けています。また、「預けることに

非常に困難」と感じている人は、5.3％となっており、今後、市内及び近隣市町施

設へ委託して実施を目指します。 

 
 前期計画目標事業量

（平成21年度） 

前期計画スタート時 

（平成17年度実績）

平成2０年度実績 平成26年度 

目標事業量 
― － － 3か所 
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